
1 

 

 

二
○
二
三 

名
大
模
試
１ 

採
点
基
準 

 

一 

 

■
採
点
の
原
則 

 

① 

全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し
て
い
な
い
と
判 

 

断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

明
ら
か
な
誤
字
、
語
句
・
接
続
語
・
助
詞
等
の
誤
用
は
そ
の
つ
ど
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

③ 

正
答
の
要
素
を
を
含
ん
で
い
て
も
説
明
の
方
向
性
が
全
く
ズ
レ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
答
案
は
０
点
と
し
て
よ
い
。 

 

 

※ 

問
一
・
問
二
・
問
六
は
解
答
例
の
み
正
解
と
す
る
。 

  

問
三 

（
１
） 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
７
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
① 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

宗
教
や
学
問
に
関
す
る
専
門
的
な
書
籍
は 

主
に
文
庫
で
収
蔵
・
管
理
さ
れ
、
通
俗
的
な
書
籍
は 
本
屋
や
貸
本
屋
で
取
り
扱 

 

わ
れ
た
。 

 

■
字
数
：
五
○
字 

二
十
四
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
①
宗
教
や
学
問
に
関
す
る
専
門
的
な
書
籍
は─

②
通
俗
的
な
書
籍
は
」
：
３
点 

 
 

・
答
案
か
ら
「
専
門
的
な
書
籍
」
と
「
通
俗
的
な
書
籍
」
の
対
比
が
読
み
取
れ
れ
ば
可
。 

 
 

・
対
比
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
主
に
文
庫
で
収
蔵
・
管
理
さ
れ
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
本
屋
や
貸
本
屋
で
取
り
扱
わ
れ
た
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ 

書
籍
の
存
在
の
仕
方
を
説
明
し
た
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
広
く
許
容
し
て
可
。 

 
 
 
 

不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

   



2 

 

 

問
三 

（
２
） 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
７
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
② 

 
 
 
 
 

Ｃ 

専
門
的
な
書
籍
は 

学
校
等
の
図
書
室
・
図
書
館
で
管
理
さ
れ
、
通
俗
的
な
書
籍
は 

小
規
模
な
小
売
店
や
貸
本
屋
で
取
り
扱
わ 

 

れ
た
。 

 

■
字
数
：
五
○
字 

二
十
四
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
①
専
門
的
な
書
籍
は─

②
通
俗
的
な
書
籍
は
」
： 

 
 

・
答
案
か
ら
「
専
門
的
な
書
籍
」
と
「
通
俗
的
な
書
籍
」
の
対
比
が
読
み
取
れ
れ
ば
可
。 

 
 

・
対
比
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
学
校
等
の
図
書
室
・
図
書
館
で
管
理
さ
れ
」
： 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
小
規
模
な
小
売
店
や
貸
本
屋
で
取
り
扱
わ
れ
た
」
： 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ 

書
籍
の
存
在
の
仕
方
を
説
明
し
た
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
広
く
許
容
し
て
可
。 

 
 
 
 

不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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問
四 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

 

基
準 

配
点
１５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

高
度
経
済
成
長
期
前
期
に
は
、
海
外
の
技
術
情
報
入
手
や
学
術
研
究
の
た
め
の
専
門
図
書
館
で
文
献
を
扱
え
る 

国
際
標
準
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ 

司
書
が
養
成
さ
れ
た
が
、
後
期
に
な
る
と 
公
共
図
書
館
が
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
し
、
専
門
性
を
持
つ
司
書
は
必
要
と
さ
れ 

 

な
く
な
っ
た
。 

 

■
字
数
：
一
○
○
字 

四
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
①
高
度
経
済
成
長
期
前
期─

②
後
期
に
な
る
と
」
：
２
点 

 
 

・
答
案
の
中
に
「
前
期
」
と
「
後
期
」
と
い
う
語
を
使
用
し
た
対
比
が
あ
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
海
外
の
技
術
情
報
入
手
や
学
術
研
究
の
た
め
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
技
術
情
報
入
手
」
と
「
学
術
研
究
」
の
い
ず
れ
か
一
つ
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
１
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
専
門
図
書
館
で
文
献
を
扱
え
る
」
：
２
点 

 
 

・
「
専
門
的
な
文
献
を
扱
え
る
」
で
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
国
際
標
準
の
司
書
が
養
成
さ
れ
た
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
公
共
図
書
館
が
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
し
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・｢

貸
出｣

を
欠
く
場
合
は
２
点 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ
「
専
門
性
を
持
つ
司
書
は
必
要
と
さ
れ
な
く
な
っ
た
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｇ 

図
書
館
の
司
書
の
変
質
を
説
明
し
た
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
広
く
許
容
し
て
可
。 

 
 
 
 

不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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問
五 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

 

基
準 

配
点
１５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

都
道
府
県
立
図
書
館
と
傘
下
の
市
町
村
立
図
書
館
と
の
相
互
補
完
的
関
係
の
中
で
、
利
用
者
の
生
活
に
見
合
う 

図
書
の
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

類
・
陳
列
、
貸
出
シ
ス
テ
ム
の
セ
ル
フ
方
式
化
、
開
館
時
間
や
併
設
施
設
の
充
実
を
図
り
、
シ
ス
テ
ム
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ 

 

れ
た
図
書
館
。 

 

■
字
数
：
一
○
○
字 

四
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
都
道
府
県
立
図
書
館
と
傘
下
の
市
町
村
立
図
書
館
と
の
相
互
補
完
的
な
関
係
の
中
で
」
：
３
点 

 
 

・
「
傘
下
の
」
は
な
く
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
利
用
者
の
生
活
に
見
合
う
」
：
２
点 

 
 

・
「
生
活
」
は
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
で
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
図
書
の
分
類
・
陳
列
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
貸
出
シ
ス
テ
ム
の
セ
ル
フ
方
式
化
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
開
館
時
間
や
併
設
施
設
の
充
実
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
開
館
時
間
」
と
「
併
設
施
設
」
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ
「
シ
ス
テ
ム
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
図
書
館
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｇ 

文
末
表
現
は
「…

（
よ
う
な
）
図
書
館
」
と
い
う
形
が
原
則
。
但
し
、
図
書
館
の
在
り
方
を
説
明
し
た
答
案
の
文 

 
 
 
 

末
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
広
く
許
容
し
て
可
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ 

 
 
 
 

ス
１
点
。 
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ニ
（

う
た
た
ね

） 
 

 
問
一 
ア 

配
点
：
８
点 

■
心
情
説
明
の
問
題 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

■
字
数
制
限
無
し 

■
形
式
上
の
不
備 
・
文
末
表
現
「
～
心
情
・
気
持
ち
」
な
ど
・
句
読
点
は
不
問 

■
模
範
解
答 

 

＊
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

ａ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ｂ 
 

 

ｃ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

男
君
の
訪
れ
が
途
絶
え
が
ち
で
、
今
は
も
う
二
人
の
仲
も
縁
が
切
れ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た 

ｄ 心
細
い
心
情
。 

 

■
要
素
ａ 

男
君
の
訪
れ
が
途
絶
え
が
ち
で
：
２
点 

 

・
仲
を
悲
観
す
る
こ
と
に
な
っ
た
原
因
に
あ
た
る
内
容
。 

男
君
が
「
訪
れ
が
途
絶
え
が
ち
」「
最
近
は
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
。 

 

■
要
素
ｂ 

今
は
も
う…

縁
が
切
れ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
：
２
点 

 

・
「
か
く
に
こ
そ
」
の
内
容
。
恋
（
二
人
の
関
係
）
の
終
わ
り
の
予
感
を
意
味
す
る
語
。 

 
 ■

要
素
ｃ 

二
人
の
仲
も
：
２
点 

 

・
「
世
」
が
、
世
の
中
で
は
な
く
、
二
人
の
仲
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
て
い
れ
ば
可
。 

 

■
要
素
ｄ 

心
細
い
心
情

。：
２
点 

 

・
「
心
細
い
・
不
安
・
悲
し
い
」
な
ど
。
①
点 

・
文
末
が
「
心
情
・
気
持
ち
・
思
っ
て
い
る
」
な
ど
。
①
点 

 
 

 

■
そ
の
他
：
真
逆
の
意
味
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば

、
余
計
な
言
葉
が
あ
っ
て
も
不
問 

  

問
一 

ウ 

配
点
：
８
点 

■
心
情
説
明
の
問
題 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

■
字
数
制
限
無
し 

■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
「
～
心
情
・
気
持
ち
」
な
ど
・
句
読
点
は
不
問 

■
模
範
解
答 

＊
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

ａ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ｂ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ｃ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

男
君
か
ら
の
情
の
こ
ま
や
か
な
見
事
な
手
紙
を
見
る
と
、
数
日
来
の
訪
れ
の
な
い
つ
ら
さ
が
全
て
忘
れ
ら
れ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ｄ 

気
持
ち
が
す
る
の
も
、
人
か
ら
見
る
と
体
裁
が
悪
い
と
自
嘲
す
る
心
情
。 

 

■
要
素
ａ 

男
君
か
ら
の
情
の
こ
ま
や
か
な
見
事
な
手
紙
を
見
る
と
：
２
点 

 

・
き
っ
か
け
が
「
男
君
（
①
点
）」
か
ら
の
「
手
紙
（
情
の
こ
ま
や
か
な
言
葉
）（
①
点
）」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
可
。 



6 

 

 

■
要
素
ｂ 

数
日
来
の
訪
れ
の
な
い
つ
ら
さ
が
：
２
点 

・
「
数
日
来
の
つ
ら
さ
」
①
点 

・
つ
ら
さ
の
中
身
が
、「
男
君
（
恋
人
）
訪
れ
が
途
絶
え
が
ち
・
し
ば
ら
く
来
な
か
っ
た
こ
と
」。
①
点 

 

 

■
要
素
ｃ 

全
て
忘
れ
ら
れ
る
気
持
ち
が
す
る
の
も
：
２
点 

 

・
「
全
て
」
①
点 
「（
つ
ら
さ
を
）
忘
れ
て
し
ま
う
・
忘
れ
ら
れ
る
」
①
点 

 

■
要
素
ｄ 

人
か
ら
見
る
と
体
裁
が
悪
い
と
自
嘲
す
る
心
情

。：
２
点 

・
「
体
裁
が
悪
い
・
み
っ
と
も
な
い
・
見
苦
し
い
」
（
①
点
）
と
「
思
っ
て
い
る
・
心
情
」（
①
点
） 

 

・
自
分
で
自
分
に
苦
笑
い
す
る
よ
う
な
自
嘲
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
る
こ
と 

 
 ■

そ
の
他
：
真
逆
の
意
味
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば

、
余
計
な
言
葉
が
あ
っ
て
も
不
問 

  

問
二 

イ 

配
点
：
１
０
点 

■
現
代
語
訳
の
問
題 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

■
字
数
制
限
無
し 

■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
・
句
読
点
は
不
問 

■
模
範
解
答 

 

＊
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

ａ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ｂ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ｃ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ
ら
い
宮
仕
え
先
の
北
山
で
の
こ
と
は
見
事
な
紅
葉
の
景
色
を
見
る
こ
と
で
い
っ
そ
う
忘
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ 

 
 

 

ｄ 

う
か
、
す
ぐ
に
立
ち
去
る
こ
と
も
で
き
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

■
要
素
ａ 

つ
ら
い
宮
仕
え
先
の
北
山
で
の
こ
と
は
：
２
点 

 

・
「
つ
ら
い
」
①
点 

「
宮
仕
え
先
の
北
山
で
の
こ
と
（
具
体
的
に
は
男
君
と
の
恋
愛
）」
①
点 

 

■
要
素
ｂ 

見
事
な
紅
葉
の
景
色
を
見
る
こ
と
で
：
２
点 

 

・
法
金
剛
院
の
紅
葉
や
蔦
の
秋
景
色
を
見
る
こ
と
で
。「
秋
景
色
・
紅
葉
」
を
「
見
る
」
で
完
答
②
点 

 

■
要
素
ｃ 

い
っ
そ
う
忘
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
：
３
点 

 

・
「
い
っ
そ
う
・
ま
す
ま
す
」
①
点 

 

・
自
発
（
可
能
）
＋
完
了
①
点 

 

「
ら
れ
た
」 

 

・
推
量
＋
疑
問
①
点 

「
だ
ろ
う
か
」 

 

■
要
素
ｄ 

す
ぐ
に
立
ち
去
る
こ
と
も
で
き
な
い
：
３
点 

 

・
「
急
に
は
・
す
ぐ
に
は
」
①
点 

「
早
く
」
は
厳
密
に
は
異
な
る
が
可
と
す
る
。 

・
「
立
ち
去
る
・
あ
と
に
す
る
・
出
発
す
る
・
立
ち
上
が
る
」
①
点 
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・
不
可
能
①
点 

 
 ■

そ
の
他
：
真
逆
の
意
味
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば

、
余
計
な
言
葉
が
あ
っ
て
も
不
問 

  

問
二 

エ 

配
点
：
１
２
点 

■
現
代
語
訳
の
問
題 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

■
字
数
制
限
無
し 

■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
・
句
読
点
は
不
問 

■
模
範
解
答 

 
 

＊
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

ａ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ｂ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ｃ 
 

 
 

 
 

朝
を
知
ら
せ
る
鐘
の
音
が
、
た
っ
た
今
自
分
の
命
を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
正
気
を
失
っ
た
状
態
で 

ｄ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ｅ 
 

 
 

起
き
て
別
れ
た
際
の
袖
を
濡
ら
す
涙
は
、
い
っ
そ
う
恨
み
が
ま
し
く
て 

 

■
要
素
ａ 

朝
を
知
ら
せ
る
鐘
の
音
が
：
２
点 

 

 

・
命
を
限
る
も
の
の
主
体
と
し
て
「
鐘
の
音
」 

 

「
朝
を
知
ら
せ
る
」
な
ど
は
無
く
て
も
不
問
。 

 

■
要
素
ｂ 

た
っ
た
今
自
分
の
命
を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
な
気
が
し
て
：
３
点 

 

・
「
た
っ
た
今
・
現
在
・
今
す
ぐ
・
す
ぐ
に
・
直
ち
に
」
①
点 

・
「
自
分
の
命
を
」
＋
「
終
わ
ら
せ
る
」
＝
「
死
ん
で
し
ま
う
」
な
ど
も
可 

①
点 

・
「
気
が
す
る
」 

①
点 

 

■
要
素
ｃ 

正
気
を
失
っ
た
状
態
で
：
２
点 

 
 

・
「
我
を
失
っ
て
・
正
気
を
失
っ
て
・
う
わ
の
空
で
・
茫
然
自
失
で
」
な
ど 

 

■
要
素
ｄ 

起
き
て
別
れ
た
際
の
袖
を
濡
ら
す
涙
は
：
３
点 

 

・
完
了
①
点 

別
れ
「
た
」 

・
「
袖
の
露
」
が
（
別
れ
の
悲
し
み
の
）「
涙
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
可
②
点 

 

■
要
素
ｅ 

い
っ
そ
う
恨
み
が
ま
し
く
て
：
２
点 

 

・
「
ま
す
ま
す
・
い
っ
そ
う
」
①
点 

 

・
「
恨
み
が
ま
し
い
・
愚
痴
っ
ぽ
い
」
な
ど
①
点 

 

■
そ
の
他
：
真
逆
の
意
味
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば

、
余
計
な
言
葉
が
あ
っ
て
も
不
問 

  

問
三 

(A)

 

配
点
：
１
０
点 

■
和
歌
の
現
代
語
訳
の
問
題 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

■
字
数
制
限
無
し 
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■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
・
句
読
点
は
不
問 

 
■
模
範
解
答 

 

＊
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

ａ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ｂ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ｃ 
 

 
 

 

人
知
れ
ず
愛
を
誓
っ
た
あ
の
人
と
の
言
葉
を
、
嵐
よ
吹
き
散
ら
せ
と
は
願
わ
な
か
っ
た
の
に
、
誓
い
は
破
ら
れ
、 

ｄ あ
の
人
の
訪
れ
は
途
絶
え
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。 

 

■
要
素
ａ 

人
知
れ
ず
愛
を
誓
っ
た
あ
の
人
と
の
言
葉
を
：
３
点 

 

 

・
「
人
知
れ
ず
・
秘
か
に
・
人
に
知
ら
れ
ず
」
な
ど
①
点 

・
「
愛
を
誓
っ
た
・
深
い
仲
に
な
っ
た
」
な
ど
①
点 

・
あ
の
人
（
男
君
）
と
の
「
言
葉
・
約
束
」
①
点
。 

 

■
要
素
ｂ 

嵐
よ
吹
き
散
ら
せ
と
は
願
わ
な
か
っ
た
の
に
：
３
点 

 

 

・
「
嵐
が
吹
き
散
ら
せ
」
①
点
。
要
素
ａ
・
ｂ
の
続
き
方
で
誓
い
の
言
葉
が
散
ら
さ
れ
る
こ
と
が
伝
わ
る
こ
と
。 

 

・
「
思
う
・
願
う
」
＋
打
消
＋
過
去
＋
逆
接 

の
う
ち
二
個
で
①
点
、
四
個
で
②
点 

 

■
要
素
ｃ 

誓
い
は
破
ら
れ
：
２
点 

 

・
「
誓
い
・
約
束
」
が
履
行
さ
れ
な
か
っ
た 

 

■
要
素
ｄ 

あ
の
人
の
訪
れ
は
途
絶
え
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ

。：
２
点 

 

・
「
男
君
が
訪
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」「
恋
が
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
る
」
な
ど 

 

■
そ
の
他
：
真
逆
の
意
味
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば

、
余
計
な
言
葉
が
あ
っ
て
も
不
問 

   

問
三 

(B)

 

配
点
：
１
２
点 

■
和
歌
の
現
代
語
訳
の
問
題 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

■
字
数
制
限
無
し 

■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
・
句
読
点
は
不
問
。 

■
模
範
解
答 

 

＊
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

ａ 
 

 
 

 

ｂ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ｃ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
れ
が
ま
さ
に
古
歌
に
言
う
「
問
ふ
に
つ
ら
さ
の
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
訪
れ
が
途
絶
え
が
ち
な
あ
の
人
か
ら
の
手 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ｄ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ｅ 

紙
の
こ
ま
や
か
な
言
葉
の
数
々
に
か
え
っ
て
つ
ら
さ
が
湧
い
て
き
て
涙
を
い
っ
そ
う
添
え
る
筆
跡
よ
。 

 

■
要
素
ａ 

こ
れ
が
ま
さ
に
～
だ
ろ
う
か
：
３
点 

 

・
「
こ
れ
が
～
だ
ろ
う
か
」 

 

こ
れ
＋
推
量
＋
疑
問 

各
①
点 

 

■
要
素
ｂ 

古
歌
に
言
う
「

問
ふ
に
つ
ら
さ
の

」：
２
点 

 

・
「
問
ふ
に
つ
ら
さ
の
」
ま
た
は
「
古
歌
の
」 
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・
ま
た
は
古
歌
の
内
容
そ
の
も
の
（
放
っ
て
お
か
れ
た
な
ら
ば
忘
れ
て
も
い
ら
れ
る
の
に
、
手
紙
で
問
い
慰
め
ら
れ
て
か
え
っ

て
恋
の
つ
ら
さ
を
思
い
出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
よ
）
を
解
答
し
て
も
よ
い
。 

 

■
要
素
ｃ 
訪
れ
が
途
絶
え
が
ち
な
あ
の
人
か
ら
の
手
紙
の
こ
ま
や
か
な
言
葉
の
数
々
に
：
２
点 

 

・
「
男
君
か
ら
の
」
①
点 

 

・「
言
葉
の
数
々
」
①
点 

 

■
要
素
ｄ 

か
え
っ
て
つ
ら
さ
が
湧
い
て
き
て
：
３
点 

 

・
「
な
ま
じ
っ
か
」
手
紙
を
も
ら
っ
て
「
か
え
っ
て
・
む
し
ろ
」 

→

「
な
か
な
か
」
の
訳
語
①
点 

・
「
つ
ら
い
」
②
点 

 
 ■

要
素
ｅ 

涙
を
い
っ
そ
う
添
え
る
筆
跡
よ
：
２
点 

 

・
「
涙
が
出
て
し
ま
う
」
①
点 

 

「
筆
跡
・
文
字
」
①
点 

 

■
そ
の
他
：
余
計
な
言
葉
が
あ
っ
て
も
不
問 

 




















